
国立大学法人宮崎大学教育研究評議会（平成２３年度第１回）議事要旨

日 時 平成２３年４月２８日（木）１３：００～１４：４５

場 所 事務局大会議室

出 席 者 菅沼学長、中山理事、原田理事、池ノ上理事、松ヶ迫理事

菊地副学長、村岡副学長、堀井副学長、丸山副学長

教育文化学部：兒玉教育文化学部長、宇田教育学研究科長、入谷教授

医学部：迫田学部長 工学部：大坪学部長、中澤教授

農学部：川村学部長、村上教授、藪谷農学工学総合研究科長

境共通教育部長、林ﾌﾛﾝﾃｨｱ科学実験総合ｾﾝﾀｰ長

欠 席 者 浅田教授

議事に先立ち、新たに教育研究評議会の構成員となった松ヶ迫事務局長、堀井副学長か

ら挨拶があった。

１．前回議事要旨の確認

【配付資料１】により、平成２２年度第１２回教育研究評議会の議事要旨の確認があり、

原案どおり承認された。

２．議題

（１）東北地方太平洋沖地震による被災大学の学生・研究者の支援に係る諸費用の取扱いにつ

いて

学長から、【配付資料２】により、東北地方太平洋沖地震による被災大学の学生・研究

者の支援に係る諸費用の取扱いについて説明があった。

引き続き、詳細について、企画総務部長から、東北地方太平洋沖地震による学生の修学

の機会の確保及び研究者の研究環境の再構築を支援するため、本学における諸費用の取扱

いを定めた旨説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。

（２）教員公募計画について

医学部長、工学部長、農学部長から、【配付資料３】により、教員公募計画について説

明があり、原案どおり承認された。

（３）カリアリ大学との大学間学生交流覚書の締結について

丸山副学長から、【配付資料４】により、カリアリ大学との大学間学生交流覚書の締結

について説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。

（４）太陽エネルギープロジェクトについて

工学部長から、【席上配付資料】により、太陽エネルギープロジェクトについて、宮崎

県と連携・協力してビームダウン式集光装置を本学に設置し、宮崎県の総合政策である

「環境・新エネルギー先進地づくり」を推進する旨説明があった。

また、費用については、宮崎県が移設費を負担し、本学が土地の造成・提供を行う予定

であり、今後、関係機関で包括連携協定を締結し進めていく予定である旨説明があり、審

議の結果、原案どおり承認された。

３．報告事項

（１）口蹄疫の調査研究に関する覚書について

学長から、前回の同会議で審議し再検討することとなった口蹄疫の調査研究に関する覚



書について報告があり、本学としては、覚書は締結しない旨報告があった。

また、大学研究委員会で、研究者行動指針（ガイドライン）を作成し次第、報告する旨

発言があった。

（２）東北地方太平洋沖地震に関する主な対応状況について

企画総務部長から、【配付資料５】により、東北地方太平洋沖地震に関する本学におけ

る主な対応状況について報告があった。

また、学長より、新たな情報がある場合は、総務課に随時連絡するよう指示があった。

（３）教員公募計画に基づく採用結果について

医学部長から、【配付資料６】により、教員公募計画に基づく採用結果について報告が

あった。

（４）平成２３年３月卒業・修了者の就職内定状況について

学生支援部長から、【配付資料７】により、平成２３年３月卒業・修了者の就職内定状

況について報告があった。

（５）平成２３年度入学試験実施状況について

村岡副学長から、【配付資料８】により、平成２３年度入学試験実施状況について報告

があった。

また、大学院入学試験については、充足率を９０パーセント以上を保つよう指示があっ

た。

（６）農商工連携に向けた連携・協力に関する包括協定について

研究国際部長から、【配付資料９】により、農商工連携に向けた連携・協力に関する包

括協定について報告があった。

（７）宮崎市と国立大学法人宮崎大学との包括的連携協定について

研究国際部長から、【配付資料10】により、宮崎市と国立大学法人宮崎大学との包括的

連携協定について報告があった。

（８）平成２２年度共同・受託研究受入状況について

研究国際部長から、【配付資料11】により、平成２２年度共同・受託研究受入状況につ

いて報告があった。

（９）平成２２年度発明届出への対応状況について

研究国際部長から、【配付資料12】により、平成２２年度発明届出への対応状況につい

て報告があった。

（10）平成２３年度科学研究費補助金申請・採択状況について

研究国際部長から、【配付資料13】により、平成２３年度科学研究費補助金申請・採択

状況について報告があった。

（11）エネルギー使用量について

施設環境部長から、【配付資料14】により、エネルギー使用量について報告があり、各

部局等に、引き続き省エネルギーへの協力依頼があった。

また、全学的には、体育館の照度の調整、外灯の削減、テニスコートの夜間照明時間の



短縮などを実施する予定であり、今後は、省エネワーキンググループを立ち上げ検討して

いきたい旨報告があった。

（12）第４３回宮崎大学イブニングセミナーの開催について

研究国際部長から、【配付資料15】により、第４３回宮崎大学イブニングセミナーの開

催について報告があった。

（13）宮崎大学メールマガジン第１号の配信について

中山理事から、【配付資料16】により、宮崎大学メールマガジン第１号の配信について

報告があった。

（14）各学部等の動向報告について

教育文化学部長、教育学研究科長、医学部長、工学部長、農学部長、農学工学総合研究

科長、医学部附属病院長、附属図書館長、共通教育部長、産学・地域連携センター長、フ

ロンティア科学実験総合センター長、教育・学生支援センター長、国際連携センター長か

ら席上配付資料により各学部等の報告があった。

４．その他

（１）村上評議員から、工学部が独自に設置している「センター」の学内での位置づけについ

て意見があった。

また、学長から、今後検討していく旨発言があった。

（２）教員人事について

学長から、教員公募計画に基づく選考過程において、教授が責任をもって候補者の決定

を行うよう検討いただきたい旨発言があった。

（３）次回教育研究評議会について

学長から、次回の教育研究評議会は、５月２６日（木）１３時００分を予定している旨

報告があった。


